
「
主
体
的
な
学
び
と
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
第
７
回
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
（
北
海
道
Ｎ

Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
主
催
）
が
８
月
10
日
、
札
幌
市
中
央
区
の
北

海
道
新
聞
社
で
開
か
れ
た
。
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
を

活
用
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
中
、
道
内
３
校
の
代
表
が
実
践

発
表
し
、
意
見
交
換
し
た
。

立
命
館
慶
祥
小
（
札
幌
）
の

山
形
昇
平
教
諭
（
52
）
は
「
Ｍ

Ｎ
Ｉ
（M

aster
of

N
ew

s
&

In
form

ation
）教
育
」に

つ
い
て
報
告
し
た
。
全
教
科
で

の
調
べ
学
習
の
精
度
向
上
や
、

新
し
く
正
確
で
安
全
な
情
報
を

発
信
す
る
姿
勢
を
育
む
独
自
の

情
報
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

４
年
生
社
会
科
の
授
業
で
小

学
校
向
け
動
画
教
材
や
記
事
Ｄ

Ｂ
、
副
読
本
を
使
っ
て
ア
イ
ヌ

民
族
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
た
実
践
例
を
紹
介
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
を
取
り

上
げ
た
５
年
生
の
学
習
事
例
も

示
し
「
社
会
的
な
課
題
に
関
し

て
は
新
聞
と
の
親
和
性
が
高

く
、活
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
」

と
述
べ
た
。

旭
川
市
立
明
星
中
の
大
島
泉

教
諭
（
39
）
は
、
２
年
生
社
会

科
地
理
的
分
野
で
の
活
用
を
中

心
に
実
践
報
告
を
行
っ
た
。

生
徒
が
自
分
の
端
末
で
記
事

Ｄ
Ｂ
を
使
い
、
北
海
道
各
地
の

産
業
を
扱
っ
た
記
事
を
、
産
業

名
や
地
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
検
索
。
夕
張
の
位
置
に
「
メ

ロ
ン
」、
登
別
に
は
「
温
泉
」

と
い
う
よ
う
に
画
面
上
の
北
海

道
地
図
に
次
々
張
り
付
け
て
い

く
と
、
全
員
が
見
ら
れ
る
大
型

モ
ニ
タ
ー
に
農
業
、
漁
業
、
工

業
、
観
光
業
な
ど
の
分
布
が
分

か
る
産
業
地
図
が
完
成
し
た
。

社
会
科
以
外
で
は
朝
の
読
書

時
間
に
全
学
年
が
週
１
回
、
記

事
Ｄ
Ｂ
で
好
き
な
記
事
を
検
索

し
て
読
む
。
大
島
教
諭
は
「
自

分
の
生
活
の
延
長
と
し
て
知
識

を
増
や
し
た
り
、
意
図
し
な
い

新
し
い
情
報
に
出
合
う
」
と
記

事
Ｄ
Ｂ
の
効
用
を
話
す
。

浦
河
高
で
は
、
社
会
的
・
職

業
的
な
自
立
の
土
台
と
な
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。
社
会
科
担
当
で
同
校
キ

ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
長
の
佐

藤
友
洋
教
諭
（
45
）
は
、
生
徒

が
断
片
的
で
偏
っ
た
情
報
に
接

し
て
い
る
現
状
か
ら
「
情
報
を

概
観
す
る
力
が
必
要
だ
」
と
強

調
。
記
事
Ｄ
Ｂ
の
活
用
で
、
そ

の
力
が
身
に
つ
く
と
し
た
。

「
今
の
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
、

好
き
な
も
の
し
か
見
な
く
な
っ

て
い
る
」
と
佐
藤
教
諭
。
こ
れ

に
対
し
「
新
聞
は
記
者
が
足
で

回
り
、
ソ
ー
ス
が
確
か
で
情
報

の
精
度
は
高
い
」
と
教
材
と
し

て
の
優
位
性
を
指
摘
し
た
。
同

校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
や
各
教
科
な
ど
の
ほ
か
、

企
業
を
研
究
す
る
進
路
学
習
に

も
記
事
Ｄ
Ｂ
を
活
用
す
る
。

日
本
新
聞
協
会
主
催
の
第
28

回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
が
今
夏
、

松
山
市
で
開
か
れ
た
。「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
で
ひ
ら

く
Ｎ
Ｉ
Ｅ
新
時
代
」
に
つ
い
て

新
聞
や
教
育
の
関
係
者
約
１
２

０
０
人
が
学
ん
だ
。

（
関
連
記
事
2
、
3
面
）

初
日
の
8
月
3
日
は
パ
ネ
ル

討
論
を
実
施
＝
写
真
＝
。
20
年

以
上
に
わ
た
り
授
業
の
教
材
と

し
て
新
聞
を
活
用
し
て
き
た
松

山
市
立
小
野
小
の
今
井
互
郎
教

諭
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｉ

Ｅ
に
お
け
る
新
聞
の
活
用
の
仕

方
が
変
わ
っ
た
。
記
事
の
読
み

比
べ
は
ア
ナ
ロ
グ
（
紙
媒
体
）

が
一
目
で
違
い
が
分
か
る
が
、

特
定
の
記
事
を
調
べ
る
場
合
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
記
事

検
索
機
能
が
大
変
有
効
」
と
強

調
し
た
。

愛
媛
大
教
育
学
部
付
属
小
6

年
の
新
田
航
平
君
は
「
新
聞
の

強
み
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
も
読

み
返
せ
る
こ
と
。
世
の
中
の
問

題
を
ゆ
っ
く
り
理
解
で
き
る
の

が
魅
力
だ
」
と
話
し
た
。

記
念
講
演
は
俳
人
の
夏
井
い

つ
き
さ
ん
が
登
壇
。
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
誹
謗
（
ひ

ぼ
う
）
中
傷
が
横
行
し
、
自
殺

者
が
後
を
絶
た
な
い
現
状
を
指

摘
し
た
上
で
「
命
を
守
る
こ
と

は
、
体
だ
け
で
な
く
心
を
守
る

こ
と
。
言
葉
は
心
の
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
に
な
り
得
る
。
言
葉
を
使

い
こ
な
す
力
を
身
に
付
け
、
自

分
の
命
を
守
っ
て
」
と
子
ど
も

た
ち
に
呼
び
か
け
た
。

2
日
目
の
4
日
は
公
開
授
業

や
実
践
発
表
を
通
じ
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
ミ
ニ
パ
ネ
ル
討

論
で
は
愛
媛
新
聞
な
ど
の
Ｎ
Ｉ

Ｅ
担
当
者
が
、
自
社
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
紹
介
し
た
。

記事データベースの活用について実践発表と意見交換が行われたＮＩ
Ｅ北海道セミナー

道
セ
ミ
ナ
ー  

３
校
が
実
践
例
紹
介

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
新
聞
活
用
新
時
代

松
山
全
国
大
会
で
1200
人
論
議

主
体
的
学
び
に
記
事
Ｄ
Ｂ
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今
年
８
月
３
、
４
日
に
松
山

市
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
自
身

と
し
て
は
現
地
で
の
参
加
は
２

０
１
９
年
の
宇
都
宮
大
会
以
来

の
参
加
。
こ
の
３
年
余
り
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
の
授
業
参
観
や
児

童
の
協
働
的
な
新
聞
作
成
な
ど

が
制
限
さ
れ
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
も

思
い
通
り
に
い
か
な
い
場
面
が

多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
制
限

な
し
で
開
催
さ
れ
た
松
山
大
会

は
、
全
国
の
先
生
た
ち
が
待
ち

望
ん
だ
大
会
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
大
会
は
、
以
前
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
大
会
に
戻
る
と
い
う
よ

り
も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
新
た

に
変
化
し
た
大
会
で
あ
っ
た
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
も
な
っ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

で
ひ
ら
く
Ｎ
Ｉ
Ｅ
新
時
代
」
が

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
二
つ
の
公
開
授
業
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
小
野
小
学
校
６
年
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

す
。
１
人
１
台
配
布
さ
れ
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
「
小
野

町
の
未
来
像
」
の
根
拠
と
な
る

資
料
を
保
存
。
そ
の
中
に
「
新

聞
記
事
」
も
準
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
調
査

方
法
の
一
つ
と
し
て
新
聞
記
事

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
、
関

連
す
る
記
事
を
見
つ
け
て
は
Ｐ

Ｃ
端
末
に
保
存
と
い
う
活
用
が

身
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

二
つ
目
の
授
業
は
愛
媛
大
学

教
育
学
部
付
属
小
学
校
３
年
生

の
「
国
語
・
総
合
」
の
授
業
で

し
た
。
こ
ち
ら
は
自
分
た
ち
で

松
山
市
の
魅
力
を
調
査
し
、
デ

ジ
タ
ル
で
ま
と
め
た
新
聞
の
見

出
し
を
考
え
る
授
業
。
友
達
や

参
会
者
に
助
言
を
も
ら
い
、
修

正
を
入
れ
な
が
ら
、
松
山
市
の

魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
な
見
出
し

を
付
け
、
新
聞
を
完
成
さ
せ
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
と
い
う
こ
と
で
何
度
も
編

集
で
き
る
よ
さ
を
生
か
し
た
授

業
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
シ
フ
ト
し
た
大
会

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
紙
の
新
聞

や
手
書
き
の
ア
ナ
ロ
グ
の
よ
さ

（
効
果
）
を
生
か
し
つ
つ
、
デ

ジ
タ
ル
の
よ
さ
（
効
率
）
を
考

え
た
授
業
作
り
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
大
き
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
私
自
身
が
一
番
ふ
に

落
ち
た
こ
と
は
、
冒
頭
の
俳
人

夏
井
い
つ
き
先
生
の
お
話
に
あ

り
ま
し
た
。
現
代
の
子
供
た
ち

に
は
じ
っ
く
り
考
え
、
言
葉
と

向
き
合
う
「
熟
考
」
の
時
間
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
で

す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
気

ま
ま
に
文
章
に
向
か
っ
て
果
て

し
な
く
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
が

で
き
る
…
。
そ
ん
な
文
章
を
手

に
取
れ
る
こ
と
が
、
新
聞
の
強

み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

正
岡
子
規
、
高
浜
虚
子
ら
を

輩
出
し
た
俳
句
の
マ
チ
松
山
市

で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会

は
8
月
4
日
、
新
聞
紙
面
に
自

作
の
俳
句
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
「
ク
ロ
ヌ
リ
ハ
イ
ク
」
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
実
施
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
教
員
や
新

聞
関
係
者
ら
計
約
１
０
０
人

が
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
生

み
出
し
た
。

講
師
は
同
市
内
の
愛
媛
新
聞

販
売
店
所
長
で
、
ク
ロ
ヌ
リ
ハ

イ
ク
を
考
案
し
た
黒
田
マ
キ
さ

ん
（
51
）
と
、
月
刊
誌
「
１
０

０
年
俳
句
計
画
」
編
集
長
で
同

市
在
住
の
キ
ム
・
チ
ャ
ン
ヒ
さ

ん
（
55
）。
作
り
方
は
、
新
聞

か
ら
選
ん
だ
一
つ
の
面
を
開
い

て
記
事
や
見
出
し
、
広
告
な
ど

か
ら
季
語
を
探
す
。
続
い
て
同

じ
紙
面
の
中
か
ら
選
ん
だ
言
葉

を
つ
な
ぎ
、
俳
句
に
す
る
。
そ

れ
以
外
の
部
分
を
マ
ジ
ッ
ク
で

黒
く
塗
っ
て
仕
上
げ
る
。

「
子
供
心
に
戻
っ
て
句
作
し

て
く
だ
さ
い
」「
使
い
た
い
言

葉
を
塗
り
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
」
と
指
導
を
受
け
た

参
加
者
は
、
当
日
の
愛
媛
新
聞

を
手
に
指
を
折
り
な
が
ら
力
作

を
ひ
ね
り
出
し
た
。

栃
木
県
佐
野
市
か
ら
来
た
原

田
誠
さ
ん
（
50
）
は
、
黒
塗
り

の
部
分
に
タ
ケ
ノ
コ
と
く
わ
の

形
を
描
き
「
朝
掘
り
で
筍
一
つ

季
節
が
薫
る
」
と
詠
ん
だ
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、
黒
田
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
が
無
心
に
な
っ
て

紙
面
上
か
ら
ぴ
っ
た
り
く
る
文

字
を
探
し
、
多
く
の
秀
句
が
で

き
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

愛
媛
県
西
予
市
で
句
会
を
主

宰
し
て
い
る
元
同
県
教
育
委
員

会
委
員
の
西
田
真
己
（
60
）
さ

ん
は
「
表
現
し
た
い
内
容
に
ピ

ッ
タ
リ
の
言
葉
を
探
す
の
は
、

『
10
字
以
内
で
適
当
な
言
葉
を

探
し
な
さ
い
』
と
い
う
国
語
の

問
題
を
解
く
の
と
同
じ
頭
の
使

い
方
」
と
、
読
解
力
の
養
成
効

果
を
指
摘
。「
ゼ
ロ
か
ら
俳
句

を
作
る
よ
り
簡
単
な
の
で
子
供

た
ち
に
と
っ
て
も
壁
が
低
く
な

る
」と
話
す
。
キ
ム
さ
ん
も「
俳

句
の
文
言
だ
け
で
な
く
、
黒
塗

り
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
や
全
体
の

雰
囲
気
な
ど
、
ほ
め
る
所
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
学
校
の
授
業
に

も
取
り
入
れ
や
す
い
は
ず
」
と

一
層
の
普
及
を
願
っ
た
。

18
年
か
ら
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
わ
れ
、
６
回
目
の
今
年
も

８
１
８
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ＮＩＥ全国大会松山大会には、札幌市立発寒南小
の朝倉一民教頭と、オホーツク管内遠軽町立丸瀬布
中の武井翔教諭の両アドバイザーも参加した。ＮＩ
Ｅ新時代について見聞を広めた2人に大会後の思い
を寄せてもらった。

札
幌
・
発
寒
南
小
朝
倉
一
民
教
頭

授
業
作
り
効
果
・
効
率
重
要

全国から集まった新聞・教育関係者がＮＩＥ全国大
会松山大会で楽しんだクロヌリハイクのワークショ
ップ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
100
人

創
始
者
の
黒
田
さ
ん
ら
指
導

クロヌリハイク好評

松山全国大会に参加して

全国大会の開会式後に記
念講演をする俳人の夏井
いつきさん

2023 年（令和 5年）11 月 30 日
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第
４
回
後
志
地
区
セ
ミ
ナ
ー

は
７
月
12
日
、
小
樽
市
立
菁
園

中
で
開
か
れ
た
。
同
校
の
山
崎

史
朗
教
諭
が
３
年
生
英
語
科
の

授
業
を
公
開
。
小
樽
市
立
北
陵

中
の
窪
田
達
大
教
諭
は
、
新
聞

の
活
用
法
に
つ
い
て
実
践
発
表

を
行
っ
た
。

公
開
授
業
で
は
生
徒
が
「
日

本
の
社
会
問
題
は
何
か
」
な
ど

の
英
語
の
質
問
に
日
本
語
で
回

答
。
続
い
て
少
子
化
の
解
決
策

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
新

聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

第
７
回
札
幌
地
区
セ
ミ
ナ
ー

が
８
月
31
日
、
札
幌
市
厚
別
区

の
も
み
じ
台
中
で
開
か
れ
た
。

新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ

Ｂ
）
で
検
索
し
た
記
事
を
素
材

に
３
年
生
が
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
｜
。「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
ひ
ら
く
Ｎ
Ｉ
Ｅ
新
時
代
」

が
テ
ー
マ
の
松
山
大
会
は
、
こ

の
点
を
考
え
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
た
。

ま
ず
、
筆
者
が
参
加
し
た
の

は
特
別
分
科
会
の
ミ
ニ
パ
ネ
ル

討
論
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ

～
新
聞
社
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
最

前
線
～
」。
愛
媛
新
聞
社
の
デ

ジ
タ
ル
教
材
「
ｅ
ス
タ
」
は
、

愛
媛
県
の
小
中
学
校
で
導
入
率

１
０
０
％
だ
と
い
う
。
愛
媛
県

の
小
中
学
生
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
新
聞
作
り
や
記

事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
を

使
っ
た
学
習
に
容
易
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
こ
と
の
価
値
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
の
は
、
松
山
市
立
久

谷
中
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
公
開
授
業
だ
。
生
徒
が
グ
ル

ー
プ
で
選
ん
だ
「
地
域
活
性
化

の
た
め
の
取
り
組
み
」
に
関
す

る
複
数
の
記
事
に
つ
い
て
、
市

役
所
職
員
の
方
や
移
住
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
の
方
々
（
以
下
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
紹
介
し
、
専

門
的
な
意
見
を
求
め
る
と
い
う

授
業
内
容
だ
っ
た
。
生
徒
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
記
事
を
元
に
し

た
、
絵
空
事
で
は
な
い
現
実
的

な
地
域
活
性
化
に
向
け
て
話
し

合
っ
た
。

授
業
の
後
半
、
各
グ
ル
ー
プ

の
発
表
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
方
が
「
な
る
ほ
ど
」
と
う

な
ず
く
様
子
も
見
ら
れ
た
。
中

学
生
の
活
動
が
、
実
際
に
活
動

し
て
い
る
大
人
を
も
う
な
ら
せ

る
ほ
ど
の
深
い
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
質
の
高
い
こ
の
学
習
活

動
を
下
支
え
し
て
い
た
の
は
、

記
事
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た
事
前
の

記
事
選
び
だ
。
そ
の
活
動
は
、

愛
媛
県
内
の
小
中
学
生
で
あ
れ

ば
容
易
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る

「『
１
人
１
台
端
末
・
高
速
通
信

環
境
』
を
活
か
し
た
学
び
の
変

容
イ
メ
ー
ジ
」
の
う
ち
、
最
終

段
階
の
ス
テ
ッ
プ
３
は
「
社
会

課
題
等
の
解
決
や
一
人
一
人
の

夢
の
実
現
に
活
か
す
」
と
な
っ

て
い
る
。
だ
が
、
基
本
ソ
フ
ト

と
検
索
機
能
だ
け
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
を
使
い
、
社
会
課
題
等

の
解
決
に
ど
こ
ま
で
迫
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
一
人
一
人
の

夢
を
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
よ
う

か
。タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し

た
学
習
が
よ
り
質
の
高
い
も
の

と
な
る
た
め
に
も
、
新
聞
を
は

じ
め
と
し
た
質
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
活
用
し
た
学
習
が
重
要

に
な
る
。
そ
う
考
え
さ
せ
ら
れ

る
松
山
大
会
だ
っ
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
は
今
年
７
～
９
月
、
後
志
地
区

と
札
幌
地
区
、
十
勝
地
区
の
３
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
オ
ン
ラ
イ

ン
を
含
め
た
参
加
者
は
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
充
実
な

ど
を
目
指
し
活
発
に
情
報
交
換
し
た
。

作
る
国
語
の
授
業
を
公
開
。
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
を
通
じ
道
内
の

教
員
ら
約
20
人
が
参
加
し
た
。

生
徒
が
事
前
に
書
い
た
ス
ピ

ー
チ
原
稿
を
グ
ル
ー
プ
内
で
披

露
し
合
い
「
主
張
は
明
確
か
」

「
構
成
の
工
夫
は
で
き
て
い
る

か
」
な
ど
を
検
討
＝
写
真
＝
。

生
徒
は
「
処
理
水

海
へ
放
出

開
始
」
や
男
女
格
差
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
な
ど
20
種
以
上
の
記

事
を
選
ん
だ
。
指
導
し
た
佐
藤

尋
之
教
諭
（
44
）
は
「
社
会
に

目
を
向
け
よ
う
と
言
っ
て
も
中

学
生
に
は
社
会
の
現
実
感
が
な

い
。
記
事
が
社
会
と
の
架
け
橋

に
な
る
」
と
話
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
年
度
開
校
し

た
札
幌
市
内
初
の
義
務
教
育
学

校
福
移
学
園
の
福
本
勇
太
教
諭

（
39
）
が
実
践
発
表
を
行
い
、

４
～
６
年
生
の
国
語
科
や
社
会

科
で
の
新
聞
活
用
の
ほ
か
、
児

童
に
よ
る
「
朝
の
新
聞
記
事
紹

介
」、
新
聞
購
読
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
活

用
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

て
考
え
「
労
働
時
間
を
減
ら
す

と
良
い
の
で
は
」「
祖
父
母
と

暮
ら
す
」
な
ど
の
意
見
を
発
表

し
た
。
山
崎
教
諭
は
「
授
業
で

新
聞
を
扱
う
と
、
生
徒
の
世
の

中
へ
の
敏
感
さ
が
養
わ
れ
る
」

と
強
調
し
て
い
た
。

続
い
て
窪
田
教
諭
は
、
北
陵

中
に
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
」
が

毎
週
あ
り
、
①
小
樽
に
つ
い
て

の
記
事
を
読
ん
で
考
え
る
②
さ

ま
ざ
ま
な
記
事
を
読
み
情
報
を

読
み
取
る
③
新
聞
コ
ラ
ム
を
読

ん
で
文
章
を
書
く
④
文
学
的
文

章
を
読
ん
で
心
情
を
読
み
取
る

｜
の
４
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
独
自
に
作
成
し
て
い
る
な
ど

の
実
践
発
表
を
行
っ
た
。

北
海
道
十
勝
新
聞
教
育
研
究

会
主
催
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
第
22
回
十
勝

地
区
セ
ミ
ナ
ー
＝
写
真
＝
が
９

月
６
日
、
十
勝
管
内
芽
室
町
の

芽
室
南
小
で
開
か
れ
、
記
事
を

読
ん
で
情
報
の
正
確
性
と
即
時

性
の
ど
ち
ら
が
重
要
か
な
ど
を

考
え
る
授
業
が
公
開
さ
れ
た
。

中
村
俊
太
教
諭
（
35
）
は
５

年
生
国
語
科
の
授
業
で
、
ヒ
グ

マ
が
出
没
し
た
際
に
各
自
治
体

が
住
民
向
け
に
行
う
発
信
の
あ

り
方
を
巡
る
記
事
を
取
り
上
げ

た
。
児
童
11
人
が
２
、
３
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
記
事
を

読
み
込
み
、
情
報
の
正
確
性
と

即
時
性
は
ど
ち
ら
が
大
事
か
と

い
う
問
い
を
両
方
の
立
場
か
ら

考
え
た
。
意
見
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
書
き
込
み
、
ク
ラ
ス
内

で
共
有
し
た
。

中
村
教
諭
は
「
情
報
を
異
な

る
立
場
か
ら
み
る
こ
と
で
考
え

が
広
が
る
」
と
説
明
。
野
平
桜

さ
ん
（
11
）
は
「
一
つ
の
意
見

だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の

意
見
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
だ

と
分
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て

い
た
。

遠
軽
町
・
丸
瀬
布
中
武
井
翔
教
諭

デ
ジ
タ
ル
教
材
価
値
痛
感

全
道
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー

小樽市立菁園中で開かれた後志地区セ
ミナー

少子化 解決するには
菁園中生、新聞など使い論議

検
索
記
事
素
材
に

ス
ピ
ー
チ
原
稿

も
み
じ
台
中
生
が
作
成

正
確
性
と
即
時
性

ど
っ
ち
が
大
事

芽
室
南
小
で
授
業
公
開
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◇
お
こ
と
わ
り
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
奮
闘
記
」は
休
み
ま
し
た
。

本
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
道
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
研
修
会
が
1
月
27
日

午
後
2
時
半
か
ら
、
札
幌
市
中

央
区
の
北
海
道
新
聞
社
本
社
で

開
か
れ
る
。
主
催
は
北
海
道
Ｎ

Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
。
過
去
3
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
回
は
会

場
に
集
ま
る
対
面
と
の
併
用
型

で
実
施
す
る
。

同
協
議
会
の
推
薦
に
基
づ
い

て
日
本
新
聞
協
会
が
認
定
す
る

道
内
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
実
践
経
験
が
豊
富
な
教

員
13
人
。
研
修
会
で
は
長
く
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
経
験
し
た
フ
ェ

ロ
ー
も
含
め
て
活
動
報
告
や
意

見
交
換
を
行
う
ほ
か
、
来
年
度

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
も
話

し
合
う
。

道
内
の
本
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践

指
定
校
に
札
幌
市
立
宮
の
森
中

が
新
た
に
決
ま
り
、
北
海
道
Ｎ

Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
に
よ
る
独
自

認
定
校
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

実
践
指
定
校
は
当
初
、
日
本
新

聞
協
会
認
定
の
32
校
と
独
自
認

定
校
2
校
だ
っ
た
が
、
今
回
の

追
加
で
計
35
校
と
な
っ
た
。

函
館
新
聞
は
、
地
域
紙
と
し

て
学
校
や
部
活
動
な
ど
の
話
題

を
こ
ま
め
に
取
り
上
げ
て
い
る

が
、「
新
聞
を
購
読
し
て
い
な

い
の
で
、
掲
載
が
決
ま
っ
た
ら

教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
購
読
は
し
て
い

な
く
て
も
職
場
や
学
校
で
読
ん

で
い
る
と
い
う
人
も
い
る
が
、

大
学
生
や
20
代
で
は
新
聞
を
読

ん
で
い
る
人
の
方
が
珍
し
い
よ

う
に
思
う
。

新
聞
読
者
の
中
心
年
代
層
が

高
齢
者
に
な
っ
て
い
る
中
、
若

い
世
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
…
。

そ
う
い
っ
た
問
題
意
識
を
抱
い

て
い
た
中
、
今
回
の
リ
レ
ー
エ

ッ
セ
ー
の
話
を
い
た
だ
い
た
の

を
機
に
、
道
南
で
唯
一
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
指
定
校
に
選
ば
れ
て
い
る

函
館
高
等
支
援
学
校
に
話
を
聞

き
に
行
っ
た
。

同
校
は
本
年
度
、
日
本
新
聞

協
会
が
北
海
道
で
実
践
指
定
校

に
選
ん
だ
32
校
中
唯
一
の
特
別

支
援
学
校
。
1
年
生
は
出
前
講

座
で
新
聞
の
読
み
方
を
学
び
、

2
、
3
年
生
は
自
分
た
ち
で
新

聞
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
3
年
生
は
各
教
室
に
日
刊

紙
を
配
置
し
、
毎
朝
の
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
興
味
の
あ

る
記
事
に
つ
い
て
話
し
合
う
の

を
日
課
に
し
て
い
る
。

「
日
ご
ろ
活
字
に
触
れ
て
い

な
い
生
徒
が
多
い
が
、
学
校
で

新
聞
を
読
む
中
で
、
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
理
解
と
関
心
が
深
ま
っ
て

い
た
」
と
同
校
の
山
本
正
彦
教

諭
。
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
の

は
全
国
的
な
視
点
か
ら
の
知
識

だ
が
、
新
聞
に
は
身
近
な
地
域

の
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

て
、
社
会
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
興
味
を

引
き
付
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
今
年
の
北
海
道
南

西
沖
地
震
30
周
年
を
機
に
多
く

の
新
聞
が
特
集
記
事
を
組
ん
だ

こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
津
波
災

害
を
体
験
し
た
人
々
の
声
を
リ

ア
ル
に
感
じ
る
機
会
に
な
っ
た

よ
う
だ
。

ま
た
、
同
校
で
は
函
館
マ
ラ

ソ
ン
の
際
、
全
校
を
挙
げ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
な
ど

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
新
聞
を

読
む
こ
と
で
、
地
域
貢
献
活
動

へ
の
意
識
づ
け
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

特
別
支
援
学
校
に
通
う
生
徒

は
難
し
い
漢
字
が
苦
手
な
子
が

多
く
、
語
彙
も
少
な
い
傾
向
が

あ
る
と
い
う
。
同
校
で
は
ル
ビ

付
き
の
子
ど
も
新
聞
と
一
般
の

新
聞
を
併
用
す
る
な
ど
し
て
、

「
読
む
こ
と
」
が
苦
手
な
生
徒

に
も
文
字
と
親
し
む
力
を
身
に

着
け
さ
せ
よ
う
と
工
夫
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
聞
づ
く
り
の
授

業
は
短
い
文
章
で
ま
と
め
る
訓

練
に
も
役
立
つ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
記
事
を
書
い
て
い

て
、
知
的
障
害
が
あ
る
人
た
ち

の
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か

っ
た
。
同
校
の
今
村
直
樹
教
諭

か
ら
は
「
生
徒
の
中
に
は
認
知

特
性
が
音
声
優
位
で
文
字
を
追

う
の
が
苦
手
と
い
う
子
も
い
る

の
で
、
例
え
ば
記
事
に
2
次
元

コ
ー
ド
が
つ
い
て
い
て
、
音
声

付
き
ニ
ュ
ー
ス
が
聴
け
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
っ
た
。

新
聞
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
と

っ
て
最
も
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
べ
き
だ
が
、
現
状
は
そ
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
文
字
を
大
き

く
す
る
な
ど
、
高
齢
者
へ
の
対

応
は
比
較
的
考
え
ら
れ
て
き
た

と
思
う
が
、
よ
り
多
様
な
認
知

特
性
に
応
じ
た
発
信
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。山

本
、
今
村
両
教
諭
か
ら
は

特
別
支
援
学
校
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に

つ
い
て
「
多
様
性
を
尊
重
し
、

生
き
る
力
を
育
む
役
に
立
て
た

い
」
と
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
新
聞
は
最
先
端
の

技
術
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
で
、
障
害
者
な
ど
社
会

か
ら
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
人
々

の
力
と
な
る
た
め
に
改
善
す
る

余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　○…ＧＩＧＡスクール構想に
よって学校現場のデジタル化は
加速し、全国大会松山大会はデ
ジタル時代のＮＩＥを模索する
場となった。各新聞社が開発・
提供する記事データベースや新
聞制作ソフトなどの最新状況を
紹介。教員との討論も行われ、
多くの参加者は、新時代のＮＩ
Ｅの姿を垣間見ただろう。
　ただ、大会がデジタル一色で
もなかったように思う。メイン
討論会や分科会発表では紙の紙
面の一覧性、活字を読み込むこ
との学習効果などを指摘する声
も多かった。従来のＮＩＥの変
わらぬ価値と重要性を再認識さ

せられた。「紙の良さ」を残し
ながら、デジタル時代のＮＩＥ
をしっかりと考えていきたい。

（す）
　○…「自由に句作を楽しんで。
季語だって無くていいんです」
と、クロヌリハイクの講師を務
めたキム・チャンヒさんが話した。
　子供から大人までが紙の新聞
に親しんでもらう手法として
4、5 人のグループで関心のあ
る記事を切り抜き、模造紙に貼
り付けて 1 枚の新聞を作る「ま
わしよみ新聞」がある。クロヌ
リハイクも同様に新聞紙を使う
楽しいイベントだった。俳句の
心得がある人に講師を務めても
らい、いつかは道内でも開催し
てみたいと思っている。 （福）

函
館
新
聞
社
編
集
局
報
道
部

神じ
ん

部ぶ

造つ
く
る

特別支援学校のNIE

授業で活用した新聞の切り抜き（手前）
を示し、生徒たちが作った新聞を手に
する山本正彦教諭

﹁
生
き
る
力
育
む
役
﹂に
期
待

全
道
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

対
面
併
用
型
で
研
修
会

札
幌
で
1
月
27
日

編集後記

本
年
度
実
践
指
定
校

札
幌
・
宮
の
森
中
追
加

2023 年(令和 5年)11 月 30 日
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